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新規 注射 用 カルバ ペ ネム系抗 生物 質biapenem(BIPM)を 複雑 性 尿路感 染症21例 に投与 し,

その 臨床効 果 及 び副 作 用 につ い て検討 した。UTI薬 効 評 価 基準 に合 致 した症例 は16例 で,

著 効4例,有 効ll例,無 効1例 で有効 率94%で あ った。分 離菌26株 中25株 が 除菌 され,

除菌率 は96%で あ った。 自他 覚 的副 作 用 は1例 も認 め られ ず,臨 床検 査 値 の異常 変 動 は2

例 でGOT・GPTの 軽 度 か つ 一過 性 の上 昇 が認 め られ た。
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新 しく開発 された注射用 カルバペ ネム系抗生物質bia-

Penem(BIPM)は,腎 デ ヒ ドロペプ チ ダー ゼ91に 極 めて

安定なことか ら単剤投 与が可 能 であ るとと もに,中 枢神

経系に対す る影響 が極 め て少 な い薬剤 であ る1)。 今 回

我々は本剤 を複雑 性尿 路感染 症 に使用 し,そ の臨床効果

を検討 したの で報 告 す る。

対象は平成3年1月 か ら平成4年4月 までの間 に神戸

大学医学部附属病 院泌尿器科 及 びその協 力機 関4施 設泌

尿器科 に入院 中の患者 で,本 治験参加の 同意か得 られ た

複雑性尿路感染 症21例 であ る。投 与症例 の要約 をTable

lに示す 。性別 は 男性l8例,女 性3例 で,年 齢 は17歳

～80歳(平 均63 .8歳)で あ った。複雑 性尿路 感染 症の 内

訳は,膀 胱炎10例,腎 孟 腎炎5例,前 立 腺術 後感 染症

6例 であ った。 また,基 礎疾患 は膀 胱炎 では膀 胱癌5例,

神経因性膀 胱2例,前 立 腺癌2例,前 立 腺肥大1例 であ

り,腎 孟 腎炎 では腎結石2例,前 立腺癌,膀 胱癌,膀 胱尿

管逆流症各1例 で あっ た。

本 剤 の投 与 方法 は1回0.159,0.39,0.459を1日2回

(朝夕)5日 間点滴静 注 とした。 投与 日数 は5日 間が20例

で,9日 間が1例 であ った。投与前分 離菌 の本剤 に対 す

るMIC測 定 は,日 本化 学療 法学会標 準法2)に 従 い,106

CFU/m1接 種 で施行 した。

臨床効 果 は,主 治 医判 定 な らび にUTI薬 効 評価 基 準

(第三版)3)に よ る判定 の両 者 で評 価 した0主 治医 判定

では21例 中,著 効4例,有 効12例,や や有効4例,無

効1例 で有効 率(著 効 ±有効)は76.2%で あ った。

UTI薬 効 評価 基準 の患者群 に合致 した症例 は16例 で,

同基準 に よる総合 臨床 効果(Table2)は 著効4例,有 効Il

例,無 効1例 で.有 効率 は94%で あ った。病 態群 別にみ

ると(Table3),単 数菌 感染 では7例 中全例 が,複 数菌感

染 で も9例 中8例 が有効 以上 を示 していた。 カテー テル

留 置症例は複数菌感染 す なわ ち第6群 に3例 み られたが,

うち2例 が有 効 であった。細 菌学的効果(Table4)は26株

中25株 が 除菌 され,96%の 除菌率 であ った。存 続 した

の はX.maltophilia 1株 の み で,こ れ 以 外 は,E.faecalis,

S.mmarcescens, P.aeruginosaな ど難治性 の複雑 性尿路 感染

症 の分 離菌 として問題 とな る菌 を も含 め全株 消 失 して

いた。 投与後 出現菌 はCNS,E.faecalis,Bacillus sp.各1株

* 〒650神 戸 市 中 央 区楠 町7-5-1
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Table 1-1. Clinical summary of complicated UTI patients treated with biapenem

CCC: Chronic complicated cystitis
BPH: Benigh prostatic hypertrophy
CCP: Chronic complicated pyelonephritis
VUR: Vesicoureteral reflux

*: beforet teatmcnt/

after treatment

** UTI: Criteria proposed by the UTl Committee

Dr.: Dr's evaluation
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Table 1-2. Clinical summary of complicated UTI patients treated with biapenem

PPI: Post prostatectomy infection

Table 2. Overall clinical efficacy of biapenem in complicated UTI 0.15•`0.45g•~2/day, 5-day treatment

Bacteriological response

*regardless of bacterial count
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Table 3. Overall clinical efficacy of biapenem classified by the type of infection total

Table 4. Bacteriological response to biapenem in complicated UTI

* Regardless of bacterial count
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計3株 であっ た。

自他覚的副作 用は,1例 も認め られず,臨 床検査値 の

異常変動はG0T,GPTの 上昇 が2例 に認め られ たが.い

ずれ も軽度か つ一過 性 の変 動 であ り特 に問 題 となる も

のではなか った。

以上 よ り,本 剤 は複 雑性尿路 感染 症 に対 し,優 れた臨

床効果 を示 し,安 全 性につ いて も問題 はな く,有 用な薬

剤であ るこ とが示 され た。
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Biapenem(BIPM), a new carbapenem antibiotics, was administered to 21 patients with complicated

urinary tract infections at a daily dose of 0.3 or 0.6 or 0.9g for 5 days.

Clinical efficacy as evaluated by the criteria of the Japanese UTI Committee was excellent in 4,

moderate in 11, poor in 1 patients, an efficacy rate of 94%.

Bacteriological response showed elimination of 25 of 26 strains isolated from patients.

No adverse reactions were observed clinically, but in laboratory findings elevations of liver enzymes

were noted in 2 cases.


